
ＩＣＴ実践シート 高等部① 

 

観点 コミュニケーション支援  ・  活動支援  ・  学習支援 

目的・実態 

・Ⅰ類型、高等部１年、英語コミュニケーションⅠの時間。 

・実態差が大きく、ライティングに苦手意識をもつ生徒たちの能力向上のため。 

・生徒が１人でも学習に取り組んでいけるように。（在学中、卒業後） 

方法 
・１１月～１２月、英語コミュニケーションⅠの授業内で「Write&Improve」という

自動添削のサイトを利用し、英作文の指導を行った。 

成果（有効だった点／

児童生徒の変容等） 

・個に合わせた指導が可能（１人１台 iPad を使用、レベルを選択することができ

る）。 

・指示文も英語のため、ライティングに加え、リーディング能力の向上も期待でき

る。 

・自動添削だが、明確な答えが表示されるわけではなく、ヒント程度なので、自分で

改善点を考えたり、調べたりすることができる。 

・インターネットのつながる環境さえあればどこでも利用可。卒業後の生涯学習や

iPadを実用的、主体的に使っていくことも期待できる。 

・セファール（英語の国際評価基準）のレベルが表示されたり、記録が蓄積されたり

していくシステムなので、「さらに良い文章を書きたい！」という動機付けになり、

主体性を向上させることも期待できる。 

・iPad をスクリーンに繋ぐことで、作成した文章を簡単にクラスで共有することが

でき、さまざまな表現に触れたり、改善に向けたアドバイスをし合ったりするこ

とができる。それにより主体性やライティング能力の向上を期待することができ

る。 

課題・改善案 

・指示文の読解が難しい生徒への対応。 

・授業のイントロ部でライティングのお題について会話でやり取りを行ったり、作

成した文章を発表したりして、４技能５領域のバランスが整った授業を展開する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


